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校
の
修
学
旅
行
生
を
受
け
入
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

平
成
26
年
度
は
、
関
東
や
関
西
を

中
心
に
42
校
９
，８
４
１
人
の
修

学
旅
行
生
を
受
け
入
れ
る
ま
で
に

な
り
ま
し
た
。

 

海
外
か
ら
も

　

平
成
25
年
度
か
ら
始
め
た
台
湾

か
ら
の
受
け
入
れ
も
好
調
で
、
年

間
を
通
し
て
定
期
的
に
受
け
入
れ

て
お
り
、
そ
の
他
、
韓
国
の
大
学

生
な
ど
海
外
か
ら
年
間
約
１
千
人

の
観
光
客
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　

最
初
は
、「
言
葉
が
通
じ
な
い

か
ら
受
け
入
れ
は
ち
ょ
っ
と
」
と
、

言
わ
れ
る
受
入
家
庭
も
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
の
分
、
身
振
り
手
振
り

 

１
万
人
突
破
！

　

本
市
で
は
、
地
域
の
特
徴
を
生

か
し
た
地
域
振
興
・
観
光
振
興
策

と
し
て
、
農
林
漁
業
体
験
民
泊
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
に
６
軒
の
受
入
家

庭
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
の
事
業

も
、
現
在
、
約
１
５
０
軒
に
ま
で

拡
大
し
、
受
入
人
数
は
初
期
の
目

標
で
あ
っ
た
１
万
人
を
突
破
し
ま

し
た
。

　

事
業
の
推
進
を
始
め
た
頃
は
、

受
け
入
れ
を
し
て
く
れ
る
家
庭
が

あ
る
だ
ろ
う
か
？
お
客
さ
ん
は
来

て
く
れ
る
の
だ
ろ
う
か
？
と
不
安

で
し
た
が
、
関
係
者
の
協
力
の
お

か
げ
も
あ
り
３
年
目
と
な
る
平
成

23
年
秋
に
、
広
島
か
ら
初
め
て
３

で
お
互
い
が
自
分
の
思
い
を
伝
え

よ
う
と
す
る
こ
と
で
、
よ
り
心
と

心
の
交
流
が
深
ま
り
、
次
も
受
け

入
れ
た
い
と
い
う
家
庭
も
増
え
て

き
て
い
ま
す
。

 

充
実
し
た
受
入
組
織

　

本
市
の
農
林
漁
業
体
験
民
泊
事
業
は
、

受
入
農
林
漁
家
へ
の
推
進
か
ら
誘
客
活
動
、

修
学
旅
行
の
下
見
対
応
や
受
け
入
れ
の
調

整
な
ど
、
全
て
を（
一
社
）南
島
原
ひ
ま
わ

り
観
光
協
会
が
行
っ
て
い
ま
す
。
豊
富
な

人
材
と
経
験
を
有
し
、
強
く
受
入
家
庭
と

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の

事
業
は
、
観
光
協
会
と
市
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

 

受
入
者
間
の
深
い
つ
な
が
り

　

よ
り
良
い
民
泊
受
け
入
れ
を
行
う
た
め

に
、
受
入
農
林
漁
家
で
組
織
さ
れ
た
「
南

島
原
ひ
ま
わ
り
村
」
が
あ
り
、
全
て
の
受

入
家
庭
が
加
入
し
て
い
ま
す
。
ひ
ま
わ
り

村
で
は
、村
長
、副
村
長
、班
長
を
中
心
に
、

受
入
者
間
の
情
報
交
換
な
ど
を
行
い
、
深

い
絆
で
結
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
が
、
本

市
民
泊
の
強
み
で
す
。

 

全
国
か
ら
注
目
さ
れ
る

 

南
島
原
市
の
民
泊
事
業

　

本
市
の
民
泊
事
業
へ
の
取
り
組
み
は
、

全
国
的
に
見
て
早
い
方
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
こ
こ
数
年
の
急
成
長
は
全
国
的

に
注
目
を
浴
び
て
お
り
、
視
察
も
増
え
、

あ
ら
ゆ
る
所
で
本
市
の
事
例
が
紹
介
さ

れ
る
な
ど
、
後
進
地
域
か
ら
先
進
地
域

に
な
っ
て
い
ま
す
。

 

こ
れ
か
ら
の
展
望

　

こ
れ
ま
で
急
成
長
し
て
き
た
事
業

で
す
が
、こ
れ
か
ら
は
、受
け
入
れ
の

数
だ
け
で
な
く
、
長
く
安
定
的
に
事

業
展
開
で
き
る
よ
う
、
さ
ら
に
受
入

態
勢
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
観
光
協

会
を
中
心
に
、ひ
ま
わ
り
村
、個
々
の

受
入
家
庭
と
市
が
一
体
と
な
っ
て
南

島
原
市
ら
し
い
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

計り知れない効果

好調の理由

\急成長/
農林漁業体験民泊

南島原市の

本市の人情味あふれる暮らしと豊かな自
然環境、そして何より受け入れを行う心
温かい人が強みです。

❶人

農林漁業体験と宿泊がセットになってお
り、農林漁家の家族の皆さんと利用者が長
い時間を一緒に過ごすことで、心と心の交
流が深まり感動を得ることができます。

❷感動

農林漁業の生産力の高い地域で民泊がで
きることから、本物の体験と暮らしを体
験できます。

❸本物

海・山・田畑があり農林漁業全ての体験
を一つの地域で実施できます。

❹体験

安全対策や衛生面、受け入れを行う実践
者の研修会や視察研修を実施するなど、
観光客が安心して参加できる態勢づくり
に努めています。

❺安心・安全

楠 田  耕 三 村長
南島原ひまわり村

これからも民泊を通して
私たちの故郷の良さを発信していきたい。

修学旅行で民泊を利用した卒業生へのメッセージ

祝！台湾ツアー受入1千人達成

体験型観光は観光振興だけではなく
地域づくりの要となっています。雇
用の促進、人的交流の拡大などにも
つながっており、受け入れを通して、
私たちの生活や地域のすばらしさを
再認識しています。

❶地域振興の要

普段何気ない田舎の生活に宿泊者は
感動します。それが受入側の喜びと
なり、このまちに暮らすことの自信
と誇りを実感し、地域全体が元気に
なっています。

❷精神的効果

受入家庭には、体験料や宿泊料が入り
ますが、受け入れを行うには地元の食
材や受け入れに必要なものを揃える
必要があることから、地域に及ぼす経
済波及効果は大きく、体験型観光は地
域の新たな産業となっています。

全国各地や海外から多くの皆さんを
受け入れており、本市の知名度も上
がってきています。

本市を訪れた皆さんは、地元に帰り
スーパーなどで本市の産品があると
懐かしく、手に取り買い求めている
との手紙をいただきます。遠く離れ
た地域に住んでいても、心がつなが
っています。また、修学旅行で３年続
けて本市の民泊を利用した学校もあ
ります。

❸経済的効果

❹南島原市の知名度アップ

❺南島原市ファン急増中


